
HIVセンター看護師会だより   №16   

                          202２年３月HIVセンター看護師会                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

     

                                

                           

202２年３月１日から、 

HIVの「基礎知識」「最新情報と治療」「看護支援」について

ナーシングスキルで視聴できるようになりました。 

講義内容   １．HIVの基礎知識 （15分） 

       ２．HIV/AIDS患者の看護の基礎と看護の実際 （20分） 

       ・HIVチーム支援 

・看護支援                

 ・HIV針刺し時の対応 

＊視聴方法：ナーシングスキルにログインし、 

【オリジナルカテゴリー】→【HIV講演会】 

講義は、医師と看護師による基礎的でわかりやすいものです。 

最新の情報や治療などについての情報もありますので、 

今まで講義を受けたことがある方も、是非ご視聴ください。 

現在 COVID-19の影響で HIV検査の機会が減少しています。 

それにより、感染の発見や治療の開始が遅れ、今後 HIV感染者、AIDS患者の増加が危惧されます。

皆さんの病棟に入院することもありますので、多くの方に視聴していただき、いつでも必要な時に 

活用いただければと思います。 

質問や相談がありましたら、内科外来担当看護師にお問い合わせください。 

HIV看護師会メンバー 

長谷川副看護部長 （看護部管理室）    稼農副看護師長  （北 10階病棟） 

杉山看護師長   （NICU・GCU病棟）    多羽田副看護師長 （南 7階病棟） 

佐々木看護師長  （中央 3階病棟）     茶谷副看護師長  （中央３階病棟） 

松田看護師長     （北１０階病棟）            宮越副看護師長  （内科外来） 

                             稗田看護師    （内科外来） 

【お問い合わせ・ご相談】内科外来看護室（内線 32770） 宮越、稗田まで 

第 35回 日本エイズ学会学術集会参加報告 

日時：2021年 11月 21日～23日 ライブ配信 主催：一般社団法人日本エイズ学会 

テーマ「AIDS発症患者入院病棟看護師と安定期 HIV患者入院病棟看護師の HIV看護支援に関する重要

性の認識と困難を感じる看護支援の現状」 

内容：看護支援に関する重要性の認識については、「感染経路などの問診・必要な情報の聴取」など、

AIDS発症後早期に必要な 8項目の看護支援について、AIDS発症患者入院病棟看護師群がより重要性を

認識していた。困難を感じる看護支援については、「家族・パートナーへの感染告知に関する相談」につ

いて、AIDS発症患者入院病棟看護師群がより困難を感じていた。以上を結論として発表しました。 

 


